
結晶10x10x10mmのCdZnTe検出器と高圧電源・プリアンプ電源・MCA(マルチチャンネルアナライザ)

が一体となったAPU101を採用したシステムです。10mm厚の結晶を採用することで、高エネルギー領域

且つ高分解能な計測が可能になりました。

CZT検出器システム
結晶厚10mmを採用した高領域・高分解能システム

APU101（上：正面、下：背面）
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CdZnTe検出器

●検出器 CdZnTe

●結晶サイズ 10x10x10mm

●ｴﾈﾙｷﾞｰ範囲 ～2.0MeV

●ｴﾈﾙｷﾞｰ分解能 1.6%@662keV,ICR10kcps

1.9%@662keV,ICR250kcps

●スループット 300kcps以上

●検出器外形寸法 φ35x75

●ADC 1CH 100MSPS 14bit

●電源出力機能 高圧電源、プリアンプ電源

●機能 ヒストグラム

●通信 イーサネット

●付属 アプリケーション、取扱説明書

280kICR 1.9%@662keVデータ収集用アプリケーション例

エネルギー分解能 <1.6% 

@662keV,10kICR

エネルギー分解能 ＜1.95% 

@662keV,280kICR


